
阪神間都市計画公園（宮の北公園）の変更案についての意見書の要旨と市の考え方 

１ 都市計画法第 17 条（同法第 21 条第 2項において準用）に基づく案の縦覧及び意見書の提出 

(1) 縦覧者    2 名（縦覧期間 平成 28 年 4月 4 日～18 日） 
(2) 意見書の提出 8通（提出期間 平成 28 年 4月 4 日～18 日） 

２ 意見書の要旨と市の考え方 

№ 意見の要旨 市の考え方

1 今回、配置される公園の場所は、住民に分かり

やすい市営住宅のほぼ中央に位置するため、盆踊

り大会やふれあい広場等に利用しやすくなり、レ

クリエーション活動、災害時等に一時避難場所と

もなり、地域住民が集い合う場として最も便利で

あり、安心して暮らせる。

市の原案に賛同する。

変更後（原案）の宮の北公園は、市営宮ノ北住

宅用地のほぼ中央に整形に配置することにより、

周辺も含めた地域住民が最も容易に利用できる

こととなり、市営住宅入居者と余剰地を含む周辺

住民との交流の場やレクリエーション活動の場

として、また、災害時の一時避難地としても活用

しやすくなるなど、街区公園としての更なる機能

強化が図られることとなります。また、西側の武

庫川河川敷緑地やホタルの生息する農業用水路

（ホタルの里）、当該住宅敷地内の既存緑地（宮

の北緑地）、バス通りのケヤキ並木など、周辺の

豊かな自然環境との連続性に配慮したまちづく

りが可能となります。さらに、周辺の街区公園の

配置状況からみても適切な計画であると考えて

おります。

2 市の原案に賛成する。

3 宮の北地区の将来イメージを、①身近に自然を

楽しめるまち②歴史を重ねる落ち着いたまち、③

西昆陽と一体となったまちづくりと位置付け、宮

ノ北住宅建替え事業に伴う宮の北公園の位置に

ついては、須佐男神社の東側に隣接する形での公

園配置を提案する。


